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               Masao Okamoto

家畜禽 の肥育に際して,雄 の去勢,あ るいは種 々の

ホルモン剤の投与,ま た は抗甲状腺剤 を与えて肥育の

効 果を上げ ることは,す で に広 く行なわれてい る.し

か し,そ の内分泌腺機能 の変動 と体脂肪の蓄積,と く

にその質 との関連 については,ほ とんど明 らかに され

ていない.

博者は内分 泌機能 と体 内の脂質代謝 との関連につい

て研究 を進 めているが,内 分泌 器官のなかで肥育に最

も関係が深い と考 え られ る精巣 と甲状腺をまず とりあ

げ,そ の第一歩 として,そ れ らの内分泌腺 のホル モン

が完全に欠 落した場合に,体 内の他 の内分泌器官や,

代謝に 関係す る 諸器官の 機能がど う変動 しているか

を,各 器官 の重摂変動のinnから比較検 討す ることを試

みた.

器官,と くに内分泌腺重 量とその機能が,常 に平行

す るもの とは必ず しもいいえない.し かし,反面 また

かな り密接な 関係 にあ る13)こ とも事実で あ り,多 数

の実験鶏 を 一度に取 り扱 う場 合の便宜 も考 えて,今 回

は各器官の機能 をある程度比較考察で きる材料の一つ

として,器 官重量 をと り,そ の 変動 を み ることとし

た.

雄鶏にお いて,飼 養の 条件を 揃 えて 精巣除去(去

勢)と 甲状腺除去(甲 除 と略称)の 場 合の発育 を,成

鶏 に至 る時期 まで同時に調べた報告はない.

また鶏で去勢 あるいは甲除の場合の下垂体前葉につ

いて,そ の細胞組織 学的な研究は 多い.5)6)!0)11)15川)18)

23)し か し
,こ れ らはその 目的か ら取 り扱 い羽数 も少

な く,去 勢 と甲除 を同時にあい関連 させ て前葉重量を

記載 して いるものは少ない.

さらに甲除後相 当長期間を経過 した雄鶏 の精巣重量

については,関 連 した報告 はあ る10)11)が,こ れ もま

たわず かしか見当た らない.

1.試 験 材 料 お よ び 方 法

1.1供 試鶏お よび試験期間

横斑プ リマスロック種(以 下横斑 ロックと略称)の

雄鶏 を用いて3回 の試験を実施 した.

供試鶏および各試験期間などは第1表 のとお りであ

る.

1.2試 験 区 分

生後10週 か ら15週 齢時まで に,各 区の平均体重が

ほぼ同程度 にな るよ うに区分けを行ない,試 験 を開始

した.4区 を設け,そ れぞれ対照 区(1区),去 勢区

(II区),甲 状腺除去 区(甲 除区,III区),お よび去勢

・甲状腺除去区(去 甲区 ,IV区)と した.各 試験 ごと

の各区羽数 および試験開始時 日齢は第2表 の とお りで

ある.

1.3除 去 手 術

去勢手術は,常 法のご とく体両側よ り行ない,そ の

去勢時 日齢は80～119日 であった.

甲状腺除去手術 は,前 胸部腹側 正中線の皮膚を切開

し,左 の外頸動脈 および外頸静脈 をたどつて,ま ず左



Tabelle 1. Versuchstiere  and Versuchsperiode.

Tabelle 2. Tieranzahl verschiedener Gruppen 

and Tagesalter bei Versuchsanfang.

I : Kontrollegruppe, II: Kastrationsgruppe, 
III : SchilddrUsewegnahmengruppe, IV : 
Hoden- and Schilddrusewegnahmengruppe.

側甲状腺 を除 き,次 に縢嚢 を傷つ けないよ う注意 して

左 に寄せ,同 様に右 の血管をたどつて右側甲状腺 を除

去 した,除 去に際 して は,血 管損傷 による大 出血 を避

け るため,鋏 は用いず,す べ てピンセ ッ トで前方 よ り

後方 に向かつて慎重 に剥離 し,で きるだけ残存部 を残

さないよう注意 した.手 術時 日齢は200～242日 であ

っ た.こ の 手術時期について は,著 者 の 予備試験

(1953)か ら,80～100日 齢で 甲除手術 を 行なえば,

発育停止,体 羽異常 をお こし,体 脂肪の蓄積 はまつた

く期待で きなかつたので,鶏 体が一応成鶏 とみ られ る

体 重に達 して以後 に甲除手術を行 なつた もので ある.

なお試験3で は甲除手術は2回 行ない,第2回 は第1

回の手術結果の検査 を兼ね,残 存再生 した ものの完全

除去 を 期 した.各 手術の時期,手 術時 日齢,屠 殺時

期,屠 殺時 日齢および 手術後屠殺 までの 日数 を一括表

示すれば,第3表 の とお りであ る.

1.4屠 殺 解 体

屠殺時 日齢は試験1お よび試験2で は,403～436日

で あつたが,試 験3で はやや早 ま り,257～330日 であ

つ た.こ れは前2回 の試験の結果,横 斑 ロック雄の場

合 には,採 取可能な体脂肪(腹 脂肪)の 沈着 を期待す

るだ けな らば,や や短縮 で きると考えたか らであ る.

屠殺前 日に1日 絶食 させ,屠 殺直前 に屠殺時体重を

測定 した.断 頭屠殺後ただ ちに放血,解 体 し,下 垂体

前葉および精巣の重量を測つた.

1.5飼 養 その他の条件

飼料は各試験ご とに全期間 同一配合飼料 を用いて自

由採食 とし,各 区間の飼料 による影 響を揃 えた.飼 養

には単飼ケージを用い,飲 水は 自由摂取 とした.鶏 舎

内におけ る各区 ケージの配 置は,光,風,温 度などの

外囲条件が なるべ く平等 にな るよ う留意 した.な お個

体 ごとの体重測定は参考のた め全期間中毎週1回 実施

し,発 育 に対 しては孵化 後42週 末体 重を もつて 最終

体重 とした.

1.6測 定数値の表示

屠殺時に生存 した全個体 につ き,試 験項 目を測定 し

たが,解 体後 の精査によ り,除 去手術の不完全か ら,

ごく少数ではあるが,精 巣や 甲状腺が残存 または再生

Tabelle 3. Operation  and



した個体 を発見した.多 少で も腺機能の残存 を疑われ

るもの は,検 鏡 によ りその存否 を組織学的に一応確認

の上,こ れ らはすべて結果か ら除外 した.

なお測定値は区こごとに危 険率5%で 棄却検定 を行な

つて平均値 を算出し,ま たその際増山(1954)に した

がつて,母 平均 の信頼限界を付加 した.

2.試 験 結 果 お よ び 考 察

3回 の試験を通 じて蛯死が若干 あつたが,大 部分は

手術に起因す るものであつて,悪 質な病死はみ られな

かつた.

2.1体 重 発 育

各試験 ごと各 区の平均値,平 均増体量その他 を一括

して示せば,第4表 の とお りで ある.

試験開始時体重 に区によつて差が生 じたのは,精 巣

および 甲状腺が完全 に除去 された個体 のみ を取 り上げ

たか らであ る.3回 の試 験を通 じて,終 了時平均体重

および期間中 の平均増体量 には,検 定 による区間の有

意差 は 認め られ ないが,傾 向 としては 去勢区が 最大

で,対 照区が これ に次 ぎ,甲 除区が最 小で あつた.し

かし,開 始時体重 に くらべ 終了時体 重が 何倍である

かをW2/W1(増 体倍率)で み ると,試 験1で は 対

照4.5に 対 し,去 勢区,甲 除区はそれぞれ5.2,4.1

で,去 勢区がやや大 きいが,試 験2で は対照4.5に 対

して,去 勢区,甲 除区 はそれぞれ3.6お よび3.9,試

験3で は対照4.1に 対 して両方 とも4,0で あつて,去

勢 区が必ず しも大 きな倍率で成長 した とはいえない.

他の平均値は試験 ごとに,飼 料 その他の条件 も異な る

Tabelle 4. Durchschnittliches Anfangs-  and Endeggewicht, durch-

        schnittliche Gewichtszunahme and Indexzahl gegen die 
        Wert der Gruppe I in Hohe 100.

Indexzahl B: Indexzahl gegen die Wert der Gruppe I in Hohe 100. 
        * : x± vertrauenswurdige Grenze der Populationsmitte . 

a : 0.05 

 Tagesalter bei Schlacht.



ので,簡 単に リピー トとして分散分析をす ることはで

きないが,こ の指数では試験ごとの諸条件 の差は,あ

ま り考 えな くて もよいか ら,3回 の値を平均す ると,

対照4.4に 対 して去勢区4.3,甲 状区4.0,去 甲区3.9

とな り,10週 齢か ら飼養すれば42週 齢まで に,開 始

時体重に対 して,こ の程度の発育 をす るもの と考 えら

れ る.す なわ ち,80～120日 で去勢 をすれば,42週 齢

には10週 齢体重の4.3倍 の体重 にな り,こ れ は対照

に比 しわずか に低い倍率であ る.ま た200～242日 齢

で 甲除すれば,42週 齢では10週 齢体重の約4倍 の休

重 を得,こ れ はまた対照 よ りかな り低 い.去 甲区で は

この倍率は3.9と さらに低 くなつ た.し たがつて去勢

をして も必ず しも対照よ り大 きな倍率で体重は増加 は

しないが,甲 状腺 を除 くと,明 らかに体重増加は小 さ

くな り,両 方 を重ね ると体重増加の割合は一層小 さく

なる.

第4表 でみると,試 験期間中 の 平均増体量(M)

は,各 試験 とも去勢区は実数が対照区よ りかな り大 き

い.こ の点 は前記増体倍率の結果 と矛盾す るよ うにみ

える.し か し,各 平均値を対照 を100と した指数で表

わす と(第4表),Mに ついては試験1が119,試 験

2は121,試 験3は103で あつて,こ こで対照 よ り大

きいのは前2回 だ けであ る.と ころが試験2で は開始

時体重W1と 終了時体重W2の 同指数は共に120と

同一で あ り,Mの 指数 ともほ とん ど変 らない.し たが

つて試験2で は,開 始時体重が大 きかつたために,増

体量が大 きかつただ けで,実 質的 には対照 よ り割の大

きい増体 をしたわけで はない。また試験1で は,去 勢

区の終了時体重 の母平均信頼限界が対照のそれ にLLし

て大 きく,有 意差 も認め られなかつた.し たがつて,

これ も必ず しも大 きい とはいいきれない.こ の指数を

平均す ると,結 局去勢区はW1,W2,Mの 指数がそれ

ぞれ109,113,114と な り,最 初か ら10%程 度大 き

な鶏であつた とすれば,対 照 の発育 とあま り変 らない

こととなつて,前 述の増体倍率の結果 とも一致す る.

甲除区の場合 は,全 試験を通 じて増体量 は減少 し,

対照 を100と した 指数 もほぼ 一致 している.し たが

つ て対照 に 対 して約10%の 減少は明 らか なようであ

る.

去 甲区は,増 体倍率では増体 は最小になつた けれど

も,対 照 を100と した指数か らみて,開 始時体重の大

きいこ とを考慮すれば,お そ らく去勢区 と甲除区の中

間の増体 と ーえられ,対 照 よ りやや小 さい もののよう

であ る.

2.2下 垂体前葉重

試験1で は 下垂体前菓重量 は 測定 で きなかつ たの

で,試 験2お よび3に つ いてのみま とめる.各 試験区

ごとの平均値,同 体重比指数および対照 を100と した

指数を表示すれば,第5表 の とお りで ある.ま たこれ

を図示すれば,第1図 および第2図 のごとくであ る.

これ らに よれば,試 験2で は 下 喉休前 藥平均 薦星

は,対 照区12.4mg,去 勢 区31.7mg,甲 除「)く13.9

mgと な り,去 勢区が最大で,対 照区が最小であ る.

体重比指数でみて も,こ の関係 はまつた く同じ順であ

る,そ の 差の程度 は,対 照を100と した 指数でみ る

と,重 量では去勢区256で 対照 に比 し約2.5倍,体 ・E

比指数 は198で 同じく約2倍 と大 きく,甲 除区は重量

で体重 比指数で129と な り,そ れぞれ対照 に比

Tabelle 5. Durchschnittliches Gewicht des Prahypophysens,  Index-
        zahl gegen das Korpergewicht, and Indexzahl gegen die 

        Wert der Gruppe I in Hohe 100.

Indexzahl A : Die Indexzahl gegen das Korpergewicht. 

Indexzahl B: Die Indexzahl gegen die Wert der Gruppe I in Hohe 100. 
        * : x+ vertrauenswurdige Grenze der Populationsmitte. 

** : Die Zahl ist gleich mg Wert pro 100g Korpergewicht. 

a : 0.05



            Abb. 1. Gewicht der Prahypophyse.  

s  : signifikant, Dr : Durchschnitt, G : vertrauenswurdige Grenze, 
ag : aufgegebene.

して約12%お よび 約29%大 きい,差 の検 定(危 険 率

5%)で は,重 貴 に関 して は対 照 区 と去 勢 区 の間に の

み有 意 差 が認 め られ,ま た体 重 比 指 数 で は対 照 区 と甲

除 区の 間 にの み有 意 差 が 認 め られ た.

試 験3で は,対 照 区12.4mgに 対 して,去甲区 が

最 大で23.6mg,次 が 去 勢 区21.Omg,甲 除区14。8

mgと な る.体 重 比 指 数 で も同 じ順 序 で あつ て,去 甲

区,去 勢 区,甲 除 区,対 照 区0)順 にそれ ぞ れ0.70,

0.62,0.51お よび0.39で あっ た.その 差 の 程 度 は,

対照 を100と した指数で くらべ ると,去 甲区は重量で

は190で 約90%重 く,体 重比指 数で は179で 約80%

重い.ま た去勢区で は,重 量で は169で,約70%重

く,体 重比指数では159で,約60%大 きい.甲 除区

では,重 量では119で 約20%重 く,体 重比指数 で

131で,約30%大 きい.差 の検定 によれば,重 量で

は去勢 区と去甲区間以外のすべ ての区間に,ま た体重

比指数で は対照区 と去勢区,甲 除区,去 甲区の問にそ

れぞれ有意差が認 め られた.



 Abb. 2. Indexzahl der Prahypophyse gegen das  Korpergewicht. 

ag : aufgegebene, Dr : Durchschnitt, G : vertrauenswurdige Grenze, 
s : signifikant.

以上2回 の結果をまとめ ると,下 垂体前 葉重量 は,

横斑 ロック成雄では約11～14mg,体 重比指数 で 約

0.4～0.6と 考え られ る.去 勢区は,試 験2で は平均

31。7mgと 試験3の 場合よ りかな り大 きいが,こ れ

は本区に45mg,49mgと いつた個体が含まれ,偶 然

に大 きな ものの重つた場合であろ うと推察 され る.し

たがつて普通の場合,去 勢 をすれば14～30mg,体 重

比指数で0.4～1.0程 度 にな り,対 照 よ り重量 で 約

70～10000,体 重比指数で60～80%大 きくな るもの

と考え られ る.甲 除区では,重 量 は14～16mg,体 重

比指数0、5～d.6程 度で,対 照 よ り重量でfa～20%,

体重比指数で約30%大 きく,去 甲区で は重量は14～

32mg,体 重比指数0.5～0.7で,対 照 よ り重量で約

90%,体 重比指数で約80%大 きくな るもの のよ う

であ る.

正常 な成雄鶏の 下 垂 体 前 葉 重 量 に つ い て は,

Latimer(1924)の孵化 直後か ら追跡 した詳細な報告が

あ る.こ れ によ ると,白 レグ種雄の場合,体 重2600g

で15～16mgと してお り,体重 比指数 を計算すれば

約0.6と な る.こ れは実重量 も指数 も著者の値よ りか



な り高 い.こ れ は品 種 の差 に よ る もので あ ろ う.

ま た下 垂 体前 葉 の内 分 泌 学 的 な重 要 さに関 連 した 細

胞 組 織 学 的 な 研究 は,加 藤 ら(1935),Rahn(1939),

Payne(1942,1946),Yasuda(1953),見 上(1955),

Mikami(1958)そ の他 数 多 くあ る.し か し,こ れ ら

は ほ とん ど 白 レグ種 を用 い た もので あ り,供 試 羽 数 も

少 な くて,そ の数 値 を その ま ま比 較 す るこ とは適 当 で

はな い.

雄 鶏 にお い て,精 巣 を除 去す れ ば,前 葉 に肥 大 細 胞

(去 勢 細 胞)が 出現 す る こ とは,古 くZachrel(1931)

に よ り発 見 され,そ の 後 の 諸 研 究 に よ り追 認 され て,

去 勢 に際 して の前 葉 肥 大 は 去 勢細 胞 の出 現 に よ る もの

と考 え られ て い る.18)し か し,去 勢 に よ り前 葉重 量 が

どの程 度 増 加 す るか は ほ とん ど記載 が な い.

甲状 腺 を除 去す れば,前 葉 が や は り肥 大 し,前 葉 中

に肥 大 した 甲状 腺 除去 細 胞(T細 胞)が 現 わ れ るこ と

は,Brayant(1930),Payne(1944),見 上(1955),

Mikami(1958),椎 野(1959)ら によ つ て 確 か め ら

れ て い るが,そ の 起原 や 生 理 的 意 義 につ い て は まだ 統

一 的 見解 が な い .し か し前 記 見 上,椎 野 は,T細 胞 は

去 勢 細胞 とは異 な り,ま た その 分布 も,去 勢 細胞 が 前

躾全 域 にみ られ るの に対 し,T細 胞 は前 部腺 体(ce-

phaliclobe)の 全 域 に のみ 存 在 す るこ と を確 か め て

い る.こ の前 葉 肥 大 につ いて もや は り増大 割 合 の比 較

は な され て いな い.大 坪(1960)は 白 レグ種 雄 で甲

除 手 術100～130日 齢,屠 殺152～162日 齢 の場 合

に,対 照10.17mg,甲 除区10.30mgと い う数 字 を

示 し,術 後30日 以上の経過でほ とんど肥大 を示 して

いない.こ れ に反 しMikami(1958)は 白レグ種雄で,

日齢213～266日 の材料では対照区平均8.4mg(n=

10)に 対 し,甲 除区平均12.Omg(n=12)と 述べ て

いるか ら,こ の場合 は約43%の 増大になる.

本試験では前葉の組織学的な検索はまだ行なつてい

ないが,見 上 らの検鏡結果か らみ ると,T細 胞の前部

腺体への出現はかな りに多いか ら,量 的にはともか く

も,前 葉 に肥大が起 こるとみ る方が,む しろ自然 と思

われる.上 述のMikamiの 肥大割合は,著 者の10～

20%よ りかな り高 いが,お そ らくは 品種 の 差 によ る

もの と考 えられ る.

去勢 と甲除 を重ねた試験 は,Payne(1944),Mi-

kami(1958)に 見 られ るが,Payneは50日 齢で去

勢 し,53日 齢で甲除,62日 齢で 屠殺 と術後 かな り早

期の屠殺であ り,Mikamiは 下垂体前菓重量 を示 して

いないので,こ れ も此較で きない.

去勢細胞およびT細 胞の機能 については,現 在 まだ

生化学 的な裏付けはないようで あるが,Engel(1929),

Halmi(1950),Koneff(1952)ら によれば,去 勢 ま

たは甲除後 に血中へ のFSH,ま たはTSHの 放出が

増加 す る と述べているか ら,見 上や 椎野 もい うよう

に,去 勢細胞やT細 胞が活発な機能 を営み,精 巣 ホル

モンおよび 甲状腺ホルモンの欠除による前葉へ のフ ィ

ー ドバ ックに応 じ,そ れぞれFSH,TSH放 出に密接

な関係を もつ と 見 るべ きであろ う.た だ この際見上

が,"と 甲除 を重ねた場合,去 勢細胞 にやや萎縮像

Tabelle 6. Durchschnittliches Hodengewicht, Indexzahl gegen das 
 Korpergewicht and Indexzahl gegen die Wert der Gruppe 

        I in Hohe 100.

Indexzahl A : Die Indexzahl gegen das Korpergewicht. 

Indexzahl B: Die Indexzahl gegen die Wert der Gruppe I in Hohe 100. 
        * : x± vertrauenswurdige Grenze der Populationsmitte . 

'?1 : Die Zahl ist gleich g Wert pro 100 g Korpergewicht . 
a : 0.05



                Abb. 3. Gewicht des Hodes. 

 Dr  : Durchschnitt, G: vertrauenswiirdige Grenze, ag : aufgegebene.

がみ られ ると述べてい るこ とは,肥 大 の割合が,両 者

を重ねた ときの割合よ りも小 さかつた本実験の結果 に

相搭す るよ うで興昧深い.

2.3精 巣重量

各試験の各区の平均値,同 体重比指数および対照 を

100と した指数 を表 示すれば第6表 の ごとくで,こ れ

を図示すれば,第3お よび第4図 のとお りである.

これ らによれば,試 験]で は,対 照区の平均精巣重量

は14.5g,体重 比指数は0.51で あ るが,重 量では

母平均の信頼 限界が きわめて大 きく拡がつてい る,甲

除区は1例 に過 ぎないので参考に とどめる.

試験2で は,対 照区の平均重量 は26.98,体 重比

指数0.97,甲 除区 は 平均重録22.9g,体 重比指数

0.98と な り,指 数が ほ とん ど同じ こ とか ら,精 巣 は

体重に比例 した大 きさとい えるよ うで ある.し かし検

定の結果で は,両 区間に,指 数では もちろん,重量 で

も有 意差あ りとは認め られなかつた.

試験3で は,対 照区の平均重量28,1g,体 重比指



 Abb. 4. Indexzahl des Hodens gegen das Korpergewicht. 

ag : aufgegebene, Dr : Durchschnitt, G : vertrauenswurdige Grenze,

数0.86に 対 して,甲 除区は平均重 量23.Og,体 重比

指数0.78で,両 方 ともやや小 さい.対 照 を100と し

た指数 も甲除区は,重 量で82,体 重比指数で91で あ

る.し たがつてこの 場合には,実 重量 も,体 重割 にも

やや小 さくな る傾 向がみ られた.し か しここで も,重

量,体 重比指数 とも両者の間に有意差は認 め られなか

つた.

3回 の結果をま とめると,横 斑 ロック成雄 の平均精

巣重量 は,第3図 よ りその母平均の信頼限界 の重な り

を考慮 に入れ ると,お よそ24～31gと み られ る.体重

比指数 は,第4図 よ りみて,0.6～1.0租 度で あろ

う.甲 除 区 で は,平 均重量 は20～25gで,第3図 試

験2お よび3の 結 果 か ら,有 意 差 は 認 め られ な い と し

て も,対 照 よ りは 小 さい 傾 向 は み られ る.そ の 重 量 差

は第6表 の対 照 を100と した指 数 か ら,お よ そ対 照 の

15～18%減 と思 われ る.し か し体 重 比指 数 は0.6～

1.0ほ どで あ つ て,こ れ は対 照 の それ とほ とん ど差 が

な い.

Latimer(1924)に よ れ ば,白レグ 種 雄 の精 巣重量

は,体 重2500gで 大 体23～25gと な り,こ れ は体

重比 指数 にす る と約1.0と な る.こ の 値 は,著者 の 結

果 に く らべ る と,重 量 で は か な り 低 い が 体 重割 には



やや大 きい.こ れ は 白レグ種 の 品種的な特性 であろ

う.

甲状腺除去 の精巣へ の影響 については,か な りの報

告があ るが,結 果 は必ず しも一致 しないようであ る.

Zaleskyら(1933)は リスで精巣機能 は低下 した と報

じてい るが,こ れ に対 しLeonardら(1936)は ラ ッ

テ,Schlotthauerら(1929)は 豚で,Petersenら

(1941),Spielmanら(1945),Brodyら(1942)ら は

牛で,佐 伯 ら(1952)は 山羊で,そ れぞれ精巣 の造精

機能にはほ とん ど影響を与 えないよ うだ としている.

しか し,こ れ らも性欲 の減退または消失は大体一致 し

て認めている.鶏 の場 合ではあ るが,本 結果で は体重

比指数が対照 とそれほど変 らないこ とか ら,甲 除が精

巣 に大 きな影響 を与えているとは考 えられないが,少

な くとも精巣ホルモン産生に対 して は,あ る程度の関

連 をもつ ものと思われ る.

甲除の場合の精巣重量について,Mikami(1958)の

例か ら計算 してみ ると,甲 除後170日 以上経過 した 白

レグ種雄で は,対 照7.5gに 対 し,甲 除区は平均4.1

g,対 照に くらべて約45%減 におよび,著 者の結果 は

GJじ く減少 はしてい るが,そ の割合 は15～18%減 で,

これよりもか な り大きい.し かるに,Mikamiが 甲除後

7～17日,51～53日 齢で 屠殺 してい るもので は,対

照平均143m9に 対 し,甲 除区平均158mgで,精 巣

重量は約11%逆 に大 きくなつている.こ の点 に関 し

ては,竹 内(1964)は,甲 除によ り前葉か らのFSH,

LHの 分泌が減少 し,ま た これ らのホルモンに対す る

生殖腺 の反応 も増加 した り,減 少 した りす る.こ れは

甲除後屠殺 までの期間 によつて異な り,こ の期間が短

い時 は生殖腺の反応 は増加 し,期 間が長 くなれば減少

す ると述べてい る.著 者の結果 は術後55～198日 を経

過 して いるか ら,長 期の影響が 出てい るもの と考え ら

れ る.た だ甲除による精巣 重量 の減少が,本 結果では

対照 の15～18%とMikamiの 例 に比 して低 いが,こ

れ はMikamiの 場合6～93日 齢の早期 に甲除を行 な

って いるため と,さ らには品種の差による ものであろ

う,

甲除後長期間 を経過 した場合の精巣 重量の減少につ

いて は,竹 内25)に よれば,甲 状腺 機能 の 欠除よつ て

蛋 白質同化が 阻害 され,生 殖器官が必要 とす る蛋 白質

が充分 には補給で きないためと考え られ てい る.本 結

果では体重比指数が対照 とあま り変 らないことか ら,

全般的な体 の栄養的不足 も考え られ ないことで もない

か ら,こ の説 は 一般 論 として 一応 妥出 な もので あろ

う.し か し甲除の直後か ら代謝の低下 による蛋白質 同

化の阻害が 起 こるとすれば,甲 除後 のあ る 期間内は

どうして 精巣重量が 増加す るのか,ま た 叩除によ り

FSH,LHの 前葉での分泌の減少す るとす るな らば,

最初か ら精巣の萎縮が始 まつて もよいはずである.こ

れ らの説明 にはまだ不明の点が多 く,さ らに多 くの今

後の探究 にまたねばな らない.た だ前記Mikamiは,

去勢 と甲除 を配ねた場合に,前 葉の全域に出現す る去

勢細胞 は,去 勢だ けを行なつた場合の去勢細胞 にくら

べ て,形 態学的にはやや小 さく,萎 縮的な形 を示 し,

甲除によつて抑圧 された像を示した と述べ ていること

は興味があ る.も しそうだ とすれば,本 来FSH,あ

るいはLHを 分泌すべ き前葉の 塩基好性細胞 は,甲

除によ りあ る程度の抑制を受 け,そ の結果FSH,LH

の多少の分泌減少 とな り,精 巣の減量につ なが ること

も考えられ る.し か しこの場合 にも,甲 除後100日 以

上の結果 とすれば,初 めの精巣重量増大 は説明で きな

い.

結局 甲除の精巣への影響 は間接的な ものが主 とな る

よ うであ るが,術 後長期間 を経た場合には,少 な くと

もその ホルモン分泌活性が低下の方向を とるもの と考

え られ るので,本 試験の場合 は,甲 除によ り精巣のホ

ル モン分泌機能 は多少抑制 されてい る状態 にあつた も

のと考え られ る.

3.要 約

横斑 ロック雄鶏 において,精 巣や甲状腺 を除去 した

場合,お よび精巣 と甲状腺 を重ねて除去 した場合に,

それ らが鶏 の発育,下 垂体前葉および精巣重量に与 え

る影響につ いて,3回 の試験 を行なつ た.結 果の概要

は次のよ うで ある,

1.体 重 発 育

去勢区:80～120日 齢で去勢すれば,42週 齢では10

週齢体重の約4.3倍 の体重 にな り,対 照の同期間 の倍

率4.4に くらべて,ほ とん ど変わ らないか,あ るいは

やや低 い傾向がみ られ る.

甲除区:200～242日 齢で 甲状腺 除去 をす ると,42

週齢で10週 齢体重の 約4倍 の体重にな り,こ の倍率

は対照よ り10%ほ ど低 い.

去 甲区 二この倍率は一層低 く,約3.9倍 とな る.

したがつて,去 勢 をして も,開 始時体重に対す る倍

率でみれば,必 ず しも対照よ り大 きな体重増加はしな

い.甲 状腺 を除去すれば,一 応成鶏 に達 してか らの除

去であって も,体 重増加は小 さくな り,去 勢後 に旧除

を 飛ね るとこれは一層小 さくな る.

2.下 垂体前葉重量



正 常 成 雄 の下 垂 体 前 葉 重量 は,お よ そ11～14mg,

体 重 比指 数(体 重100g当 た りのmg数)は,0,4～

0.5と 思 われ る.

去 勢 区:重 量 で14～30mg,指 数Q.4～LO程 度

で,対 照6zく らべ る と重 量 で70～100°0,指 数 で60～

80%ほ ど大 きい.

甲 除 区:重 量14～16mg,指 数0.5～0.6程 度,:対

照 に比 し重量 で10～20%,指 数 で 約30%大 きい.

去 甲 区:去 勢 だ けの 場 合 とほ とん ど変 わ らず,電 徽

は14～32mg,指 数0.4～1.0で あ つ た,

3.精 巣 重 量

成 雄 鶏 の 精巣 重 量 は,お よ そ24～31g,体 重 比指

数で は0.6～0.9で あつ て,甲 除 区で は重 量20～259

と対照 に比 し15～18%小 さ くな る傾 向 が み られ た.

しか し体 重 比 指数 は,0.6～1.0で 対 照 と 差 はな い.

精巣 の ホル モ ン分 泌機 能 は多 少抑 制 され た状 態 に あ る

もの と 考え られ る.
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                               Zusammenfassung 

   Drei Versuche iiber die Frage, wieviel Schwankungen nach der Kastration, Schild-
drusenektomie, oder doppelter Wegnahme des Hodens and der Schilddruse beim Hahn 
auf dem Gewichtsentwicklung, Prahypophysen- and Hodengewicht tritt ein, wurde 

gemacht. Die Versuchstiere waren die Hahne von „Barred. Plymouth Rock (BPR)". 
Die Ergebnisse sind folgende: 

   1. Gewichtsentwicklung. 

   (1) Kastrationsgruppe. Wenn man am 80-120 Tagesalter kastriert, entwickelte sich 
das Tier durchschnittlich am 42. Wochenende zum etwa 4.3 mal grol3eres Korpergewicht 
als das am 10. Woche. Im Vergleich mit der Entwicklung der Kontrollegruppe, die die 
Vergrolerung 4.4 in derjenigen Periode zeigt, gibt es eine Tendenz, bei der Korper-
entwicklung etwas kleiner als Kontrolle zu sein. 

   (2) Schilddrusenektomiegruppe. Im Falle der Wegnahme am 200-220 Tagesalter, 
entwickelte sich das Tier am 42. Wochenende zum etwa 4.0 mal groBeres Korpergewicht 
als das am 10. Woche. Diese VergroRerung ist kliner etwa 10% als Kontrolle. 

   (3) Kastration and Schilddrusenektomiegruppe. Bei dieser Gruppe ist die solche 
Vergoflerung etwa 3.9, and die kleinst von drei Gruppen. 

   Daher nach die Vergrol3erung gegen das Anfangsgewicht, ist die KOrpergewichts-
zunahme bei Kastration nicht immer grol3er als bei Kontrolletier and bei Schiddrusen-
ektomie, wenn auch die Druse an der fast erwachsenen Zeit weggenommen wird, wird 
die folgende Gewichtszunahme klein. Bei doppelter Ektomie wird sie noch kleiner. 

   2. Prahypophysengewicht. 
   Das Prahypophysengewicht des erwachsenen Hahns von BPR ist beinahe 11-14 mg, 

and die Indexzahl gegen das Korpergewicht (mg Wert pro 100 KG) ist etwa 0.4-0.5. 
   Bei der Kastration ist die Prahypophyse durchschnittlich 13-14 mg in Gewicht, 0.4-

1.0 in Indexzahl and in Vergleich mit Kontrolle, groller 70-100 % in Gewicht, 60-80% 
in Indexzahl. 

   Bei der Schiddrusenektomie ist sie durchschnittlich 14-16 mg in Gewicht, 0.5-0.6 in 
Indexzahl and 10-20% grof3er in Gewicht, beinahe 30% in Indexzahl als Kontrolle. 

   Bei doppelter Ektomie ist sie 14-32 mg in Gewicht, 0.4-1.0 in Indexzahl and es 
besteht kein Unterschied zwischen diese Gruppe and Kastrationsgruppe. 

   3. Hodengewicht. 
   Das Hodengewicht des erwachsenen Hahns von BPR ist etwa 24-31 g, and die 

Indexzahl gegen Korpergewicht (g Wert pro 100 g KG) ist etwa 0.6-0.9. 
   Bei der Schilddrusenektomie ist der Hoden 20-25g in Gewicht. Er hat eine Tendenz, 

15-18% kleiner als Kontrolle zu werden. Aber auf der Indexzahl ist er 0.6-1.0, dieselbe 
wie in Kontrollegruppe. Es wird gemeint, daf3 in diesem Falle die Funktion des Hodens 
etwas untergedruckt werden.


